
町
内
産
業
経
済
団
体
が
そ
の
力
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
だ
「
神
威
岬
灯
台

第
一
等
不
動
レ
ン
ズ
」
里
帰
り
構
想
。
令
和
元
年
か
ら
３
年
間
に
及
ぶ
構
想

実
現
活
動
が
実
を
結
び
、
か
つ
て
「
魔
の
海
」
と
呼
ば
れ
た
海
上
交
通
の
難
所

を
照
ら
し
続
け
た
灯
台
レ
ン
ズ
が
約
60
年
ぶ
り
に
神
威
岬
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
の
新
た
な
観
光
資
源
、
そ
し
て
灯
台
守
の
苦
難
と
地
域
と
の
絆
の
歴
史
を

現い

ま在
に
繋
ぐ
歴
史
的
資
源
と
し
て
実
現
し
た
灯
台
レ
ン
ズ
里
帰
り
の
歩
み
を
振

り
返
り
ま
す
。

る
国
土
交
通
省
海
上
保
安
庁
（
東
京

都
）
を
訪
問
し
里
帰
り
活
動
へ
の
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
実
り
、
令
和
３

年
４
月
に
は
積
丹
町
が
燈
光
会
と
灯

台
レ
ン
ズ
無
償
貸
借
協
定
書
を
締

結
。
同
７
月
に
は
大
阪
か
ら
の
一
時

保
管
場
所
（
犬い

ぬ
ぼ
う
さ
き

吠
埼
灯
台
・
千
葉
県

銚
子
市
）
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
よ

り
、
神
威
岬
自
然
公
園
内
の
「
カ
ム

イ
番
屋
」
２
階
に
搬
送
。
令
和
４
年

３
月
に
は
同
レ
ン
ズ
の
組
立
・
設
置

が
完
了
し
、
約
60
年
ぶ
り
の
里
帰
り

の
夢
が
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

～
１
３
４
年
の
記
念
日
に
里
帰
り

　
　
　
　
　
　

を
祝
う
記
念
式
典
～

　

神
威
岬
灯
台
初
点
灯
の
日
か
ら

１
３
４
年
目
を
迎
え
た
去
る
８
月
25

日
に
は
、
灯
台
レ
ン
ズ
の
里
帰
り
を

祝
う
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
町
議

会
議
員
の
ほ
か
、
岩
崎
第
一
管
区
海

上
保
安
本
部
交
通
部
長
、
萩
中
小
樽

海
上
保
安
部
長
、
石
田
燈
光
会
専
務

理
事
ら
が
来
町
さ
れ
、
貴
重
な
灯
台

資
源
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
当
日
は
翌
日
の
一
般
公
開

に
先
立
ち
、
灯
台
守
の
苦
難
の
歴
史

を
伝
え
る
新
た
な
展
示
施
設
の
内
覧

の
ほ
か
、
同
式
典
に
合
わ
せ
神
威
岬

灯
台
を
題
材
と
し
た
町
内
小
中
学
生

～～ 

町
を
あ
げ
て
の
誘
致
活
動
実
る

町
を
あ
げ
て
の
誘
致
活
動
実
る 

～～

灯
台
遺
産

灯
台
遺
産
　

神
威
岬
灯
台

神
威
岬
灯
台

第
一
等
不
動
レ
ン
ズ
が
帰
郷

第
一
等
不
動
レ
ン
ズ
が
帰
郷

””

””

▲髙杉海上保安庁交通部長（右奥）へ要望（Ｒ１.11 月 13 日）

▲萩中小樽海上保安部長から杉山代表へ
　感謝状贈呈（８月 25 日）

～
力
を
合
わ
せ
て
夢
を
実
現
～

         

町
地
域
活
性
化
協
議
会

　

灯
台
レ
ン
ズ
里
帰
り
の
実
現
に

は
、積
丹
町
地
域
活
性
化
協
議
会（
代

表:

杉
山
覚
㈱
積
丹
観
光
振
興
公
社

社
長
・
構
成:

産
業
経
済
等
８
団
体

及
び
町
）
の
異
業
種
の
垣
根
を
越
え

た
活
動
の
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。
令

和
元
年
５
月
の
総
会
で
、
小
樽
海
上

保
安
部
か
ら
神
威
岬
で
か
つ
て
使
用

さ
れ
て
い
た
第
一
等
不
動
レ
ン
ズ
の

存
在
と
、
当
時
展
示
さ
れ
て
い
た
大

阪
の
鉄
道
会
社
運
営
の
「
み
さ
き
公

園
」
が
閉
鎖
に
よ
り
、
同
レ
ン
ズ
所

有
者
の
（
公
社
）
燈
光
会
（
東
京
都
）

が
今
後
の
用
途
と
保
管
場
所
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

協
議
会
で
は
同
11
月
に
燈
光
会
を

訪
問
し
、
灯
台
レ
ン
ズ
里
帰
り
の
要

望
書
を
提
出
。
ま
た
灯
台
を
所
管
す
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の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
小
樽
海
上

保
安
部
に
よ
る
神
威
岬
灯
台
展
望
塔

の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

～
全
国
で
積
丹
に
ひ
と
つ
だ
け
～

　
　
　

第
一
等
不
動
レ
ン
ズ
と
は

　

国
内
に
唯
一
現
存
す
る
「
第
一
等

不
動
レ
ン
ズ
」
は
フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ー

タ
ー
ハ
ー
レ
ー
社
製
の
フ
レ
ネ
ル

式
・
六
面
構
成
レ
ン
ズ
で
、
フ
ラ
ン

ス
よ
り
明
治
９
年
（
１
８
７
６
年
）

頃
に
輸
入
さ
れ
宮
城
県
の
金き

ん
か
さ
ん

華
山
灯

台
で
使
用
さ
れ
た
後
、
大
正
12
年

（
１
９
２
３
年
）
か
ら
37
年
間
、
神

威
岬
灯
台
の
二
代
目
レ
ン
ズ
と
し
て

約
43
ｋ
ｍ
先
ま
で
の
神
威
岬
沖
を
照

　

灯
台
レ
ン
ズ
の
組
み
立
て
は
、
現

在
国
内
で
唯
一
と
さ
れ
る
㈱
太
洋
機

械
製
作
所
（
横
浜
市
）
の
熟
練
の
技

術
者
た
ち
３
人
が
３
日
間
を
費
や
す

大
作
業
で
、
ガ
ラ
ス
製
レ
ン
ズ
の
性

質
上
、
作
業
中
に
ボ
ル
ト
一
本
落
下

さ
せ
る
こ
と
の
出
来
な
い
極
め
て
慎

重
な
作
業
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

灯
台
レ
ン
ズ
は
、
町
の
第
三
セ
ク

タ
ー
で
協
議
会
構
成
員
の
㈱
ペ
ニ
ン

シ
ュ
ラ
の
管
理
下
で
式
典
翌
日
の
８

月
26
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。～

灯
台
守
と
余
別
村
住
民
の
絆
～

　
　
　
　

苦
難
の
歴
史
を
伝
え
る

■
「
断
崖
絶
壁
」
の
暮
ら
し
と

　
悲
し
い
事
故

　

展
示
施
設
は
、厳
し
い
岬
の
先
端
、

文
字
通
り
「
陸
の
孤
島
」
で
灯
台
の

光
を
守
り
続
け
た
「
灯
台
守
」
達
の

苦
難
の
歴
史
を
現
在
に
伝
え
ま
す
。

　

昭
和
35
年
（
１
９
６
０
年
）
に
神

威
岬
灯
台
が
無
人
化
さ
れ
る
ま
で
、

あ
の
断
崖
絶
壁
の
官
舎
で
生
活
し
て

い
た
灯
台
守
と
そ
の
家
族
は
、
現
在

の
よ
う
な
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
馬
の
背
の
よ
う
な
尾
根
を
歩
い

て
海
岸
へ
降
り
、
波
待
ち
を
し
な
が

ら
岩
場
を
伝
っ
て
余
別
村
へ
買
い
出

し
に
向
か
う
厳
し
い
条
件
下
で
生
活

し
て
い
ま
し
た
。

　

大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）
10
月
、

灯
台
守
の
草く

さ
な
ぎ薙

灯
台
長
夫
人
と
１
歳

の
長
男
を
連
れ
た
土つ

ち

や屋
補
助
員
の
夫

人
の
３
人
で
余
別
村
へ
買
い
出
し
の

た
め
に
岩
場
伝
い
に
歩
い
て
い
た
と

こ
ろ
、
ワ
ク
シ
リ
岬
で
突
然
の
荒
波

に
襲
わ
れ
亡
く
な
る
事
故
が
発
生
。

こ
の
こ
と
に
心
を
痛
め
た
余
別
村
の

村
民
た
ち
が
海
難
事
故
を
悼
ん
で
ト

ン
ネ
ル
の
掘
削
を
決
意
。
し
か
し
、

当
時
の
測
量
・
開
削
技
術
の
未
熟
さ

か
ら
岬
の
両
側
か
ら
掘
り
進
む
際
に

ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
い
、
一
時
工
事

を
中
断
し
た
も
の
の
、
殉
難
者
た
ち

へ
の
供
養
を
込
め
た
念
仏
を
唱
え
て

鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
た
と
こ
ろ
、
掘
り

進
む
方
向
が
分
か
り
、
大
正
７
年
遂

に
「
念
仏
ト
ン
ネ
ル
」が
開
通
に
至
っ

※

レ
ン
ズ
の
等
級

　
レ
ン
ズ
の
焦
点
距
離
の
長
さ
に
よ

り
「
第
一
等
」
か
ら
順
番
に
「
第
六

等
」、第
六
等
よ
り
も
小
さ
い「
等
外
」

ま
で
の
７
等
級
が
あ
り
、
灯
台
の
重

要
度
や
必
要
な
光
達
距
離
に
よ
っ
て

設
置
す
る
レ
ン
ズ
の
等
級
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▲カムイ番屋２階の展示スペース（一部）

灯台守が暮らしていたかつての

神威岬灯台の事務所・住宅

ら
し
続
け
た
も
の
で
、高
さ
約
３
ｍ
、

直
径
約
１
・
８
ｍ
と
レ
ン
ズ
の
等
級

（
※
）
の
中
で
最
大
で
す
。

た
と
い
う
歴
史
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

半
島
最
先
端
の
厳
し
い
環
境
下
に

あ
り
な
が
ら
も
、
他
者
へ
の
思
い
や

り
を
大
切
に
す
る
村
民
の
姿
は
現
在

の
閉
塞
感
漂
う
社
会
情
勢
下
に
暮
ら

す
私
た
ち
に
と
っ
て
も
学
ぶ
べ
き
史

実
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
灯
台
レ
ン
ズ
の
帰

郷
を
単
な
る
観
光
資
源
と
し
て
で
は

な
く
、
灯
台
守
と
余
別
村
住
民
の
絆

を
伝
え
る
歴
史
文
化
資
源
の
一
つ
と

し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
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～
新
た
な
使
命
を
担
う
～

　
　
　

積
丹
町
の
誇
る
「
神
威
岬
」

　

神
威
岬
自
然
公
園
は
、
平
成
29
年

「
恋
す
る
灯
台
」
の
認
定
、
平
成
30

年
政
府
の
「
観
光
を
通
じ
た
イ
ン
フ

ラ
の
活
用
」
の
重
点
公
的
登
録
施
設

の
一
つ
（
全
国
３
箇
所
）
と
し
て
認

定
さ
れ
た
神
威
岬
灯
台
を
有
し
、
観

光
資
源
と
し
て
の
更
な
る
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
貴
重
な

　

灯
台
遺
産　

の
一
つ
が
新
た
に
加

わ
り
ま
し
た
。

　

年
間
約
30
万
人
が
訪
れ
る
こ
の
自

然
公
園
に
と
っ
て
、　

第
一
等
不
動

レ
ン
ズ　

は
積
丹
町
の
歴
史
を
伝
え

る
新
し
い
「
使
命
」
を
担
う
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
は
同
時
に
積
丹
町
に

と
っ
て
新
た
な
活
躍
の
舞
台
を
得
た

と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
想
い
を
一
つ
に
し
て
実
現

し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
歴
史
的
価

値
と
、
積
丹
町
が
誇
る
岬
の
景
観
を

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
、
後
世
に
繋

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

２
社
か
ら
里
帰
り
を
祝
う
支
援

２
社
か
ら
里
帰
り
を
祝
う
支
援

”

”

②

記
念
切
手
を
製
作

　
　
　
　
　
　

  

日
本
郵
便
㈱

灯
台
レ
ン
ズ
里
帰
り
を
記
念

し
た
記
念
切
手
が
日
本
郵
便
株

式
会
社
の
協
力
の
も
と
で
製

作
・
販
売
さ
れ
、
８
月
30
日
に

渡
辺

和
幸
朝
里
郵
便
局
長
が

同
社
を
代
表
し
て
松
井
町
長
へ

記
念
切
手
シ
ー
ト
を
贈
り
ま
し

た
。
記
念
切
手
は
、
道
内
主
要

郵
便
局
の
ほ
か
町
内
の
郵
便
局

と
カ
ム
イ
番
屋
で
も
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
１
１
０
年
の
歳
月
を
経
て
新
た
な

　
事
実
も

　

灯
台
レ
ン
ズ
展
示
室
の
完
成
が
近

づ
く
今
年
５
月
の
あ
る
日
、
土
屋
補

助
員
夫
人
の
道
外
の
ご
親
族
か
ら
遠

い
昔
神
威
岬
の
灯
台
守
だ
っ
た
祖
先

の
ル
ー
ツ
を
辿た

ど

る
熱
い
思
い
を
込
め

た
情
報
が
役
場
商
工
観
光
課
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
土
屋
補
助
員
夫
人
の

子
が
二
男
で
は
な
く
長
男
で
、
事
故

時
は
３
歳
で
は
な
く
１
歳
で
あ
っ
た

と
い
う
新
た
な
事
実
で
し
た
。

　

当
時
の
年
齢
が
数
え
年
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
海
難
事
故
に
よ
り
１
年
後

に
死
亡
が
確
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
正
元
年

10
年
29
日
、
そ
の
日
は
天
皇
誕
生
日

の
祝
品
を
買
う
た
め
に
余
別
村
に
向

か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時

の
時
代
背
景
の
中
で
国
の
職
員
の
職

責
を
支
え
る
家
族
の
一
員
が
、
危
険

な
天
候
・
海
況
を
承
知
の
上
で
１
歳

の
赤
ん
坊
を
背
負
っ
て
出
か
け
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
と
胸
が

詰
ま
り
ま
す
。

　

ま
も
な
く
迎
え
る
令
和
４
年
10
月

29
日
は
、
そ
の
悲
惨
な
灯
台
守
の
海

難
事
故
の
日
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
１
０

年
目
の
命
日
と
な
り
、
不
思
議
な
歴

史
の
縁

え
に
し

を
感
じ
ま
す
。
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①

椅
子
を
製
作

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
【
Ｊ
Ｔ
】

　

株
式
会
社
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
は
、

第
一
等
不
動
レ
ン
ズ
の
一
般
公
開

に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
の

シ
ラ
カ
バ
材
で
椅
子
７
脚
を
製
作

配
置
し
ま
し
た
。

手
作
り
で
木
の
温
か
み
の
あ
る

椅
子
は
、
Ｊ
Ｔ
と
積
丹
町
の『
ほ
っ

か
い
ど
う
企
業
の
森も

り林
づ
く
り
に

関
す
る
協
定
』
活
動
事
業
と
し
て

同
社
の
支
援
に
よ
り
製
作
さ
れ
ま

し
た
。

”

”
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